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( )

の 与式 = -…

② 与 式= 12 x - 4 は - 6x + 5 Y
= 6xtyum

③ 与式=
- 1 Oa
' b × 2

5ab

= - 4am

(2) 与 式=段
=撃
=恐

(3) 与式 = ( x + 3(x -41 ～

2

( 1 ) x
"
= 5 x t 1

⇒ x - 5 x - 1 = 0

解 の 公式 より

x =
- ( - 5 )エ ) -5 - 4 × 1 × ヒ)

2 × 1

=5 力



(2 )

アー 階級 の幅 は 5 m なので正 しい

イ : A 中学校の 最 も 高 い 度数 は 12 人 で 、 その

階級 は 15 ～ 20 なので 、 最頻値 は
15 t20

= 17. 5 m
2

よって 正 しい

ウ : B 中学校 のデータをさ … 順に 並べると 、

80人

…～40人 40人

中央値

恐中央値だときのが
含 まれるのはデ40番目 と 41番目へ急ざ順 に

10 ～ 15 … 8 人

15 ～ 20 … 20 人 ↑ 28人 ( 8 + 20 )

20 ～ 25 … 30 人 ↑ 58人 ( 8 + 20 +30 )

よって 、20 ~25 の階級 は 29番目 ~ 58番目
～

～であ
20 ～ 25 に 中央値 が 含まれるので 正 しい

② =

A 中学校 の 25 ~ 30 の 相対度数は

= 0 .
2m



B 中学校 の 25 ~ 30 の相対度数は

φ = 0
.

375
～

よって 誤 なるので 誤 り

オー
A 中学校 の 15 ～ 20 までの 累積度数 は

2 × 12 = 14 人
より 累積相対度数 は

0 = 0
.烈

B中学校 の 15 ～ 20 までの 累積度数 は
8 + 20 = 28人

より 累積相対度数 は

番 = 0
.烈

よって 累積相対度数 は 等 しいので 正 しい

(3 ) AD = CD より
⑦= ∠ ABD = 29

”

: .
C

EBC = 580

リ ⑨ は 直径 に 対 する 円周角 より

① = 900

)の @
=

OEBC の 内角 の 和 は 180より

58 + 90 +LBE C = 180

: 、 < BEC = LAED =3 品



(4 )

m

4 つ 4 + 2 4 + 2 t 2

=出 +只 +怒烈 = 4 + 2 × (3 - 1 )
m
n mm

よって、問枚 のときは

和 +拠= 4 + 2 × 35
= 4 + 70
= 74 個
mm ィ

3

(い

DA の 机 からカードを 取 る 方法 は 4
通

り 、 B の机 から
カードを 取 る 方法 は 4通りだから

、

全部 で
4 × 4 = 16通り
～

A の 机 のカードの
方

が 大 きくなるのは 、
CA の 机 B の 机)= ( 6 , 3 ), ( 6 . 4 ) .

( 6
.

5 )

( 8
.
3 )

.

18
.

4 )
.

( 8
.

5)
.

(8 7 )

の 7通 り
mm

よって 求 める確率 は

‰



② つけたの 整数 が 3 の倍数 となるのは
CAの 相 Bの 机

)=躍路
1線 、18 歳い

の 6
通

り…
。

よって 求 める確率は

告点
12 ) A の机 からカードを 取 る 方法 は 3 通 り 、 B の机 から
カードを取 る 方法 は 2 通 り

、
C の 机 からカードを取 る

方法 は 2 通りだから、
全部 で

3 × 2 × 2 = 12通 り
um

回以外 で 計算 が 素数となるのは
CA の机 B の 机 C の 机 )

= (718-
の 2通 りで 、回 による 計算 が 素数
～

～となるの
3通りんであれば、 確率 は

吾
となる

ア : 3 のとき ( 3, - , 2 ) は計算。結果が
CA の机 B の 机 C の 机 ) 1 となるが 、 1 は素数 でない
= ( 3

,
+
,
2 )
(

3 .- の 2 通りで 不適



⑨ : 4 のとき

CA の机 B の 机 C の 机 )

= ( 4
.+⑮ 、 14.-14

の 3 通 りで適 する

ウ : 5 のとき

CA の机 B のRC の 机 )

= 15 .
+ ( 5- 、

2 )
会

の 2通りで 不適

I : 6 のとき

CA の机 B の 机 C の 机 )

= ( 6
幾)
, ( 6-

の 2通りで 不適

4

( )

ア : 対辺 の 長 さが 等 しく 、平行なので 、 いつでも
平行四辺形 となる

イ 以下 の 国形 が考えられるので不適
A D AB = DC ' であるが 平行四辺形

B C
AD 1 /3 C

でない



ウン 以下 の 因形 が考えられるので不適
A

-

" D AB = BC ) であるが平行四辺形”AD = DC
B

C
でない

ェ : 以下 の 国形 が考えられるので不適
A D

々 曽 ) であるが 平行 四辺形
. 0

/

でない
B C

(2 )

I : 平行四辺形 の 対角 より
LABC = LCDA

X
mmm ィ

X ⑦

I : LAF E と LC FD は

対頂角 なので 等 しい
⑨

mmniy

覀
③ : AE = CD

⑥ : LAEF = LCDF

⑧ - LFAE = LFCD

だから 、 1 組 の 辺 とその両端 の
角

がそれぞれ等 しい



②
A から BC に垂線を 下 3 した足を

¿
1 A1 , Dから直線BCに乗線 を

瘀 言 : 惇寒 F 3 した 足 を D' M から BC に

「 160 ℃ 垂線 を 下 ろした 足 を M ' C から

口
M,…4
…

b ', AD に乗線 を 下 ろした足をC
1

とする
OABA

'

は 30 ~ -60~
-

90 の直角角形 より
BA 1 -AW : AA

1
= 1 - 2 :3

8

⇒ 8 : AA
1
= 2 =3

き 2AA「 = 8√3
:
. AA

'
= 4√3
～

したがって 、 MM 1 =CC 1 =DD ' =43

ODCD
'

において 、 ABIDCより同位角 が等 しいので
LDCD

'
= LABC = 60

~

よって
、
ODCD

'
も 30~ 60 -90 の直角三角形 だから

CD
-
DG= DD ' = 1 - 2 :B

8

⇐ CD
'
: 8 = 1 に 2

2 CD '= 8

:
: CD

'
= 4

mmm
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, M は AD の 中点 より MD = 6
ー ' 」 1 よって

8
10
-x 言 言 8 羹誉 M

'
D = 6

⑨ 「品")か であり 4G = 6 - 4具ー

10

したがって

、混～BH =10x
～～

また 、GH は 折 り 返しの 線だから、 BH = MH
:
: MH = 10 -x

. ¤～

OMHM
'
で 三平方 の 定理 より (0-7(

43

( 10 - x) ㎡= x +4)
㎡

H"
⇒ x ー 20 x + 100 = ピ + 48

=∞ - 20x = - 52

:
: x = 252 =景

したがって MH = 10 - x に 水 =⑤ を 代入 して

MH = 10 - 5
舉
= cm
muum



5
y

"

上n
城
たrグラより

。 〆 a変域 は

0 ≡Y≤
m

>x
-

ムら
x
の 変域

( に

①
P を B に 近 づけると
I a の 値 (傾き ) は 小 さくなる

丘 b の 値 し切 片 ) は 大 きくなる

ei よって品

②

臂



D A COD の 面積
(3, 0 ) を D' , ( 6 ,0 ) を

A

” とおくと

ロACOD = PACOA' - GDOD ' - DADD
'

ここで 、 COAA '、 DD' MAA 'より 口 ACOA ', ロ ADD
'

は 台形 である
A について

= 子 x 上 にあり x = 6 だから

y =☆ x 62

= 12 : . A ( 6
.12
)

C について

l = y = axtb とおくと A 16 , 12 ) P
- 3, 0 )

を 通 るから
12 = 6 atbーの①

- ) o = -3atb ー②
12 = 9a

.
. a = 4

a = 4 を ② に代入 して

0 = - 3 ×⑤tb : ∴ b = 4

よって y = 4 x + 4 で 、 C は Y 切版 だから

C 10
.
4 )

mm



。 D について

☆ x上 にあり x = 3 だから

y = Z × 32

= 3 - : D ( 3 , 3
)

したがって 口 ACOD の 面積 は

- 上 × 3 ×3 -
B + 1R) ×3

( 0, 4)
呼 。

A,回pp'y.
4 3

(,)
(問 渋凝 _崎

= 12

℃ACQ について

Q の 座標 を (9
,
0 ) とおく

S = 6 のとき
OACQ = IX 1246

6 より小さいと
、

= 36 OACQの面積
だから は 36 よりト、さくなる

く 2

×“
なので 、 S は 6 F り 大き



は A
( 6, 12

)

EX 6
ハ
s- 6F な国 のように 、 EF を 定 める

DACQ = 口 EOQF
8

¿

… … ……

! 12 - OAEC - OCOQ -LAQF

( 0 , 4 )
1

各辺 の長 さは 左国 の通り
4

√ シ
x

0
.

Q
§

(S
,
O )

よって OACQ の 面積 は

m品!≠
6 × 8

mAEc
' 学

x 4

macoa
'
I
( s -61 × 12
～

～ oAQ

= 12 S - 24
- 25 - 6 ( 5 -6 )

= 12 S - 24 -25 - 6 S +36

= 4S + 1 2

OACQ = 2 × DACOD より

4S + 12 = 2 ×21
⇒ 4 S + 12 = 42

⇒ 4 S = 30

i . S
=

15

したがって Q の座標 は ( 5～



6
( 1 ) おうぎ形の 中心角 を x とする

底面 の 円周の 長 さと 、 おうぎ形 のKn 周 の長 さは等 しいので

2 × 9 ×π = 2 × 15 ×
3℃×π

.

9
'

れ 18
=360 x

② 30 x = 18 × 360

i
. x = 2160

よっておうぎ 形 の 中心角 はドエ
(2 )

の 円錐 の体積 = 9 × 9 ×π× 12 × ま
= 324Tkcm
㎥

② 円柱 の 半径 を xcm とする
。 水面 の 高 さが 1 cm

増 えたので 、 増えた 水 の体積 は

x xxx π x 1 = x π cm
㎥

A

一方
、
円錐 の 水 に 入っている 部分

は 、 な 国因 の青色部分 で

D

B

…
…

な 国 のように 、 AB . CD. E を

定 める



A
OABC と OADE において

八 BCYDE より 同位角 が等 しいので

8 LABC = LADE ーの

12 ∠ ACB =∠ AED ー②
^B の ② より 2組 の 角 がそれぞれ
堡 等 しいので 、OABCSDADE

D' 9
/ E

対応 する 辺の 比 は等しいから 、
BC-照悲9

⇒ /2 BC = 172
:
: BC = 6

したがって 、円錐 が水 に 入 っている体積 は

324π - 6 × 6 × TV × 8 ×5 = 324 TL - 96π
= 228π

水が増 えた体積 = 円錐 が 水 に入っている 体積 より
xπ = 228π

⇒ x= 228

-

: x =±27
x > 0 より 水 =2
よって 円柱 の半径 は 、27cmm


